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～ boast of my country ～

私の国はこんなところ
　トルクメニスタンは、カスピ海の東海岸に位置す
る中央アジアの国です。パルティア王国とバクトリ
ア王国の古代文明のオアシス都市として知られ、自
然景観や歴史的建造物など数々の観光地がありま
す。カラクム砂漠中央部のガス･クレーターのダル

ヴァサ、恐竜の足跡の化石が有名なクギタング山脈がおすすめです。料理は、
プロフ（ピラフ）、ドルマ（葡萄の葉で野菜や肉を包んだ料理）などがあり、
夏には特産品のベリーやメロンが採れます。黄金の馬「アハルテケ」も有名で
す。お土産にはトルクメン絨

じゅうたん
毯はいかがでしょうか。

南魚沼市に住んで感じたこと
　南魚沼に到着した日は雨で、街は静かでした。緑の丘やよく整った田んぼ
に感動したのを覚えています。この穏やかな地は、自然の中でリラックスし
て過ごしたい人には最高です。雪のある冬、着物の試着、地域の高校生との
田植えなど、この一年でたくさんの経験をしました。学園祭での特別イベン
ト「国際 握

にぎり
飯
めし

祭
まつり

」では、おにぎりの作り方を学びました。次の一年ではど
んな発見があるか、楽しみです。

トルクメニスタン
［公用語］トルクメン語、ロシア語
［首　都］アシガバート
［面　積］488,100㎢（51位）
［人　口］5,200,000人（？位）
［GDP（PPP）］734億ドル（87位）
［通　貨］トルクメニスタン・マナト (TMM)
※GDPは国内総生産のことで、購買力平価

説（PPP）により算出した数値です

トルクメニスタン レイリ ドゥールディエヴァ さん

山
を
越
え
る

９
月
１
日
は
上
越
線
の
全
通
記
念

日
。
春
に
書
斎
の
整
理
を
し
て
い
て
、

市
議
会
議
員
時
代
に
時
折
発
行
し
て
い

た
議
員
報
『
シ
ゲ
が
ゆ
く
』
の
綴つ

づ

り
を

発
見
。議
員
に
な
り
た
て
の
平
成
22
年
、

昭
和
６
年
の
上
越
線
全
通
か
ら
80
年
に

あ
た
る
こ
の
日
に
記
念
式
典
が
催
さ

れ
た
こ
と
を
コ
ラ
ム
に
書
い
て
い
ま
し

た
。『
今
年
、
そ
の
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設せ
つ

実
現
に
生
涯

を
捧
げ
た
岡
村
貢み
つ
ぎの
顕
彰
碑
が
建
設
さ

れ
、
９
月
１
日
、
序
幕
と
記
念
祝
賀
会

が
石
打
駅
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建
つ
翁
の
銅
像
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で
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
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の
全
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げ
打
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岳
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ょ
う

畳じ
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る
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を
突
破
す
る
こ
と
は
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を
山
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き

上
げ
る
よ
う
な
も
の
」と
誰
も
が
笑
い
、

信
じ
え
な
か
っ
た
大
仕
事
に
不
屈
の
精

神
で
敢か

ん

然ぜ
ん

と
立
ち
向
か
っ
た
生
き
方
。

思
い
感
じ
い
る
こ
と
大
。
魚
沼
人
の
誇

り
だ
な
あ
』『
六
日
町
の
学
校
に
電
車

で
通
っ
て
い
た
高
校
生
時
代
、
生
意
気

盛
り
だ
っ
た
自
分
が
、
こ
の
翁
の
銅
像

に
だ
け
は
朝
夕
の
目
礼
を
欠
か
す
こ
と

は
な
か
っ
た
、
と
い
う
恥
ず
か
し
い
話

を
祝
賀
会
に
臨
席
さ
れ
た
翁
の
末ま

つ

裔え
い

に

あ
た
る
方
に
し
て
し
ま
っ
た
。「
故
郷

の
た
め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
翁
と

似
て
お
ら
れ
る
彫
り
の
深
い
お
顔
を
く

ず
し
て
微
笑
ま
れ
た
ら
、
得え

も
い
わ
れ

ぬ
不
思
議
な
気
持
ち
に
。
爪
の
あ
か
で

も
…
の
思
い
』
８
年
前
の
私
は
感
慨
を

持
っ
て
書
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

今
は
立
場
も
改
ま
り
、
少
し
思
い
が
違

う
。
間
も
な
く
90
年
。
も
し
、
翁
の
情

熱
と
行
動
が
な
け
れ
ば
、
今
の
南
魚
沼

は
あ
っ
た
か
。「
そ
う
だ
」と
思
い
つ
き
、

N
H
K
新
潟
放
送
局
を
訪
ね
ま
し
た
。

局
長
に
「
岡
村
貢
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
」
と
。
評
伝
や
文
献
資
料
を
持
ち

込
み
、「
埋
も
れ
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

今
こ
そ
再
顕
彰
の
好
機
。
ぜ
ひ
取
り
上

げ
て
い
た
だ
け
な
い
か
」
少
な
か
ら
ず

関
心
を
示
さ
れ
た
氏
に
期
待
し
た
い
。

先
日
、
す
ば
ら
し
い
贈
り
物
が
届
き

ま
し
た
。
鬼
気
迫
る
表
情
で
演
説
を
打

つ
、
故
田
中
角
栄
氏
の
署
名
入
り
の
写

真
額
。
謙
信
公
の
詩
文
の
一
節
、
田
中

氏
の
雅
号
や
後
援
会
名
と
し
て
も
知
ら

れ
る
「
越
山
」、
ま
さ
に
山
を
越
え
て

い
く
気
概
。
田
中
氏
が
「
最
も
尊
敬
す

る
郷
土
の
先
達
」
と
翁
を
語
っ
て
い
た

と
い
う
話
も
思
い
出
し
ま
し
た
。
志
、

悲
願
の
系
譜
。
私
た
ち
は
何
を
す
べ
き

か
。

「住まう歓びを感じるまち 南魚沼市」を考える
多世代の市民全員が輝き　健康で快適に暮らせ　若者の期待に応えられるまち

【問合せ・申込み】Ｕ&Ｉときめき課　☎773－6659


